　

































①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・三角形の内外角の性質や平行線，対頂角の性質を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・平行線の性質を使って角を1箇所に集めて内角や外角の性質を調べたり，多角形の外角の和を求めたりする学習をしてきている。


○共同追究での新たな見方・考え方


・ブーメラン型の角の性質を調べる。


○新たな見方・考え方を支える学習


・三角形の内外角の性質を導き出すとき，角を文字で表し，平行線の性質を使って角を1箇所に集めている。





≪学習問題≫


右の図の∠ｘの大きさを，今まで学習


した角の性質を使って求めなさい。
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≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








②見通し:学習した角の性質が使える場所がわからない。


→図の中に三角形や平行線をつくればよい。








②学習課題:三角形や平行線になるように補助線を引いて，∠ｘの求め方を考えよう。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





③個人追究:角の性質が使える補助線を引き，∠ｘを求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの求め方にも共通していることは何だろう？」


→「角の性質が使えるように補助線を引いて，3つの角を1箇所に集めている。」


「直線や三角形の内角の和が180°等決まっている数値を使っている。」





ｃ





ａ





ｂ





ｘ





④共同追究後半（思考を深める）


「∠ｘ＝∠ａ＋∠ｂ＋∠cといってよいの


だろうか？」


→「∠ａ，∠ｂ，∠cの3つの角が∠ｘに集まっている。」


「四角形の内角の和は360°だから∠ｘ＝∠ａ＋∠ｂ＋∠cになる。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・今まで使った角の性質が使えるように補助線を引くと考えやすい。


・三角形の内角・外角の性質を使って角を1箇所に集めると角を求めることができる。





⑥定着･活用問題


次の角を求めよう。


(1) ∠ｘの大きさ　(2) ∠a～∠e　　①　　　　　②


までの5つの


角の和を求め


なさい。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・追究の見通しがもてない場合には，くの字型の角の説明を振り返らせ，説明の仕方や補助線の引き方を想起させる。


・角を分けたり図形の外に新たな角をつくったりしてつまずいている生徒には，角に○や×の印を付け，


印を使って角を表させる。





○





×





【板書計画】








